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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1-2 Preview

2001 年から日本国内におけるワンメイクレースとして長い歴史を誇
る PCCJ は、今年開催 22 年目のシーズンを迎える。今シーズンは
6 大会 11 戦で競われ、第 1 戦から第 10 戦までが SUPER GT 併催で、
最終戦は F1 日本 GP のサポートレースとして開催される。そして、
最大のトピックスは今年からカップカーが最新型の「911 GT3 カップ

（タイプ 992）』が導入される点だ。4ℓ水平対向エンジンを搭載し、
8400rpm で先代モデルを 25PS 上回る最高出力 375kW（510PS）、
6150rpm で 470N・m の最大トルクを発揮。カップカーとしては初
となる 911 ターボ仕様の軽量ワイドボディを採用し、スワンネックタ
イプの大型リアウイングを備える。空力ダウンフォースは大幅に増加
し、ブレーキ性能も向上しているため、これまで以上にパワフルでス
ピード感溢れる戦いとともに、各サーキットでのコースレコード更新も
予想される。

参加ドライバーは「プロクラス（Pro）」、「プロアマクラス（ProAm）」「ア
マクラス（Am）」の 3 クラスに区分され、シリーズチャンピオンはプ
ロクラスの最終ポイントランキング 1 位のドライバーに与えられる。
今シーズンから上位 3 位までのポイント制度が変更され、各レースの
クラス別に優勝は 25 点、2 位が 20 点、3 位が 17 点を与えられる。

この変更により、シーズンを通じたポイント争いは従来以上に激化さ
れるはずだ。なお、フロントとリアのガラスに掲示されるゼッケンは、
プロクラスがホワイト、プロアマクラスがイエロー、アマクラスがオレ
ンジに塗り分けられている。

新型カップカーのデビューレースとなる PCCJ 第 1-2 戦の舞台は、
全長3.703 ㎞で 2 つのストレートと 13 のコーナーにより構成されて
いる岡山国際サーキット。比較的狭いコース幅でタイトコーナーが多い
ため、オーバーテイクチャンスは限られてくる。それだけに、毎年予
選結果が上位入賞の重要な鍵となっており、予選は土曜日に 1 回の
み実施される。そして、第 1 戦のスターティンググリッドは予選ベス
トタイム順、第 2 戦のスターティンググリッドは予選で記録されたセ
カンドタイム順で決定する。

開幕大会のプロクラスは 4 台がエントリー。昨シーズン PCCJ 史上
初となる 4 度目のチャンピオンに輝いた #1 近藤翼が 5 度目の王座
獲得を目指して参戦。#1 近藤のライバルは、2013 年と 2014 年
に PCCJ2 連覇を成し遂げた #60 小河諒、幅広いカテゴリーでのレー
ス経験を持つ #7 山田遼、昨年ポルシェジャパンジュニアドライバー

に選出されポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ）でシーズ
ン最多勝利を収め、今シーズンは同ジュニアドライバーとして PCCJ
にステップアップした #91 澤龍之介。#1 近藤と 3 人のライバルの
戦いは、ニューカップカー導入によりデータや経験値がイコールとな
るため激化が予想される。

プロアマクラスは、2017 年にジェントルマンドライバーとして初めて
シリーズチャンピオンに輝いた #9 武井真司が 3 年振りに参戦。昨
年も最終戦までクラス王者争いを繰り広げた #98 IKARI、#77 浜崎
大との高いレベルでのバトルが予想される。そしてアマクラスは 7 台
が参戦。今年が PCCJ 初参戦となるドライバーも多く、クラス優勝を
目指した実力伯仲の接戦が期待される。

PCCJ 第 1-2 戦岡山大会のスケジュールは、専有走行が 4月15日
（金）9 時～9 時 30 分、11 時 30 分～12 時と各 30 分間の 2 セッショ
ン。予選は 4月16日（土）11 時 50 分～12 時 20 分の 1 回のみ。
決勝レースは、第 1 戦が 16日（土）16 時スタート（15 周もしくは
30 分間）、第 2 戦が 17日（日）9 時 15 分スタート（15 周もしく
は 30 分間）となる。なお、第 1-2 戦の決勝レースはポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）で各日ともライブストリー
ミング配信される予定だ。

#7 R.YAMADA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1-2 Preview

2001 年から日本国内におけるワンメイクレースとして長い歴史を誇
る PCCJ は、今年開催 22 年目のシーズンを迎える。今シーズンは
6 大会 11 戦で競われ、第 1 戦から第 10 戦までが SUPER GT 併催で、
最終戦は F1 日本 GP のサポートレースとして開催される。そして、
最大のトピックスは今年からカップカーが最新型の「911 GT3 カップ

（タイプ 992）』が導入される点だ。4ℓ水平対向エンジンを搭載し、
8400rpm で先代モデルを 25PS 上回る最高出力 375kW（510PS）、
6150rpm で 470N・m の最大トルクを発揮。カップカーとしては初
となる 911 ターボ仕様の軽量ワイドボディを採用し、スワンネックタ
イプの大型リアウイングを備える。空力ダウンフォースは大幅に増加
し、ブレーキ性能も向上しているため、これまで以上にパワフルでス
ピード感溢れる戦いとともに、各サーキットでのコースレコード更新も
予想される。

参加ドライバーは「プロクラス（Pro）」、「プロアマクラス（ProAm）」「ア
マクラス（Am）」の 3 クラスに区分され、シリーズチャンピオンはプ
ロクラスの最終ポイントランキング 1 位のドライバーに与えられる。
今シーズンから上位 3 位までのポイント制度が変更され、各レースの
クラス別に優勝は 25 点、2 位が 20 点、3 位が 17 点を与えられる。

この変更により、シーズンを通じたポイント争いは従来以上に激化さ
れるはずだ。なお、フロントとリアのガラスに掲示されるゼッケンは、
プロクラスがホワイト、プロアマクラスがイエロー、アマクラスがオレ
ンジに塗り分けられている。

新型カップカーのデビューレースとなる PCCJ 第 1-2 戦の舞台は、
全長3.703 ㎞で 2 つのストレートと 13 のコーナーにより構成されて
いる岡山国際サーキット。比較的狭いコース幅でタイトコーナーが多い
ため、オーバーテイクチャンスは限られてくる。それだけに、毎年予
選結果が上位入賞の重要な鍵となっており、予選は土曜日に 1 回の
み実施される。そして、第 1 戦のスターティンググリッドは予選ベス
トタイム順、第 2 戦のスターティンググリッドは予選で記録されたセ
カンドタイム順で決定する。

開幕大会のプロクラスは 4 台がエントリー。昨シーズン PCCJ 史上
初となる 4 度目のチャンピオンに輝いた #1 近藤翼が 5 度目の王座
獲得を目指して参戦。#1 近藤のライバルは、2013 年と 2014 年
に PCCJ2 連覇を成し遂げた #60 小河諒、幅広いカテゴリーでのレー
ス経験を持つ #7 山田遼、昨年ポルシェジャパンジュニアドライバー

に選出されポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ）でシーズ
ン最多勝利を収め、今シーズンは同ジュニアドライバーとして PCCJ
にステップアップした #91 澤龍之介。#1 近藤と 3 人のライバルの
戦いは、ニューカップカー導入によりデータや経験値がイコールとな
るため激化が予想される。

プロアマクラスは、2017 年にジェントルマンドライバーとして初めて
シリーズチャンピオンに輝いた #9 武井真司が 3 年振りに参戦。昨
年も最終戦までクラス王者争いを繰り広げた #98 IKARI、#77 浜崎
大との高いレベルでのバトルが予想される。そしてアマクラスは 7 台
が参戦。今年が PCCJ 初参戦となるドライバーも多く、クラス優勝を
目指した実力伯仲の接戦が期待される。

PCCJ 第 1-2 戦岡山大会のスケジュールは、専有走行が 4月15日
（金）9 時～9 時 30 分、11 時 30 分～12 時と各 30 分間の 2 セッショ
ン。予選は 4月16日（土）11 時 50 分～12 時 20 分の 1 回のみ。
決勝レースは、第 1 戦が 16日（土）16 時スタート（15 周もしくは
30 分間）、第 2 戦が 17日（日）9 時 15 分スタート（15 周もしく
は 30 分間）となる。なお、第 1-2 戦の決勝レースはポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）で各日ともライブストリー
ミング配信される予定だ。

#5 CASA MINGO

#17 KenRyu

#51 T.HARUYAMA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1-2 Entry List

Class Driver 国籍 プログラム名 Entrant

1 1 Pro 近藤 翼 日本
2 7 Pro 山田 遼 日本
3 60 Pro 小河 諒 日本
4 91 Pro 澤 龍之介 日本
5 9 ProAm 武井 真司 日本
6 77 ProAm 浜崎 大 日本
7 98 ProAm IKARI 日本
8 5 Am 日本 洋菓子店 カサミンゴー
9 10 Am 日本 Rn-sports

10 17 Am KenRyu 日本 911Service
11 23 Am 滝澤 智幸 日本 911Service
12 51 Am 春山 次男 韓国
13 63 Am 長嶋 重登 日本
14 66 Am BANKCY 日本
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岡山国際サーキット ・ コース概要
全　長  3.703km
幅　員  12～15m
メインストレート  約600m (1.08%の下り勾配)
バックストレート  約700m (1.10%の登り勾配)
ピット数  常設54個(4.7m×10.0m)
コース最高点  ホッブスコーナー(標高275m)
コース最低点  アトウッドカーブ(標高246m)
高低差  29m
コーナー数  20(右:8 左:12)
路　面 特殊アスファルト舗装

Pro Class      : 1'30.107　近藤 翼      - 911 GT3 Cup (Type991)   2021 SUPER GT 第1戦
ProAm Class            : 1'31.324　内山 清士  - 911 GT3 Cup (Type991)   2021 SUPER GT 第1戦
Am Class                  : 1'32.933　Kuma        - 911 GT3 Cup (Type991)   2021 SUPER GT 第1戦  
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1-2 Qualify

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：18 度　路面：29 度

今年で 22 年目のシーズンと、日本国内で現在行われているワンメイ
クレースの中で、もっとも長きに渡り継続開催されている PCCJ。今
シーズンは、911 GT3 カップカーが新型のタイプ 992 となり、この
開幕戦が初レースとなる。タイプ 992 の GT3 カップは、4ℓ水平対
向エンジンを搭載し最高出力 375kW（510PS）、6150rpm で
470N・m の最大トルクを発揮する。外観も大きく変貌を遂げ、カッ
プカーとしては初となる911 ターボ仕様の軽量ワイドボディを採用し、
スワンネックタイプの大型リアウイングを装備。空力ダウンフォースは
大幅に増加し、ブレーキ性能も向上している。

予選前日の 15 日（金）に実施された専有走行は 2 回行われ、プ
ロクラスの #1 近藤翼が 1 分 30 秒 262 をマークして総合トップに。
プロアマクラスは #98 IKARI が 1 分 31 秒 472 でトップタイム、ア
マクラスは今年初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が 1 分 31 秒
429 とプロアマクラスを凌ぐタイムをマーク。このタイムは非公式な
がらアマクラスのコースレコードを上回った。

16 日（土）の予選は晴天に恵まれ、11 時 50 分から PCCJ の公
式予選が 30 分間で行われた。14 台のマシンが一斉にコースインし、
路面状況を確認しながら周回を重ねた各車は 4 周目から本格的なタ
イムアタックを開始。ここで上位陣はいきなり従来のコースレコード
1 分 30 秒 107 を上回り、29 秒台での争いに突入。そしてマシン
調整とニュータイヤに履き替えた 2 回目のタイムアタックで、#1 近
藤が最終的に 1 分 29 秒 092 を記録してポールポジションを獲得し
た。「新型カップカー初の予選でしたが、従来ブレーキングしていたコー
ナーでブレーキを踏む必要がなくなるなどダウンフォースが効いてい
るのも実感できて、本当に運転が楽しいクルマです。この調子で初レー
スでも優勝を飾れればと思います」と、#1 近藤は語る。一方、0
秒 251 差で 2 番手となった #60 小河諒は、「まだマシンのセットアッ
プを決め切れていない部分もありますが、決勝では逆転優勝を目指
します」とレースでの巻き返しを誓う。トップから 0 秒 417 差で 3
番手となった #7 山田遼は「タイヤの使い方が結果に出てしまったと
思うので、決勝では前の 2 台とのバトルを楽しみたいと思います」
と言う。また、ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 澤龍之介
は 4 番手となり、「まだまだカップカーを乗りこなせていませんが、

決勝では先輩ドライバー達に着いていき、勝負を挑みたいと思います」
と意気込みを語る。

プロアマクラスでポールポジションを獲得したのは 1 分 30 秒 903
のクラスコースレコードを記録した #9 武井真司で、「3 年振りの参
戦ですが、ポールポジションを獲れたので決勝でも優勝を狙っていき
ます」と、決意を語る。0 秒 263 差で 2 番手となった #98 IKARI は、「午
後の決勝では予選以上の結果を残せるように頑張ります」と決勝で
の逆転優勝を狙う。

また、アマクラスは前日の専有走行でも速さを見せた #10 MOTOKI 
TAKAMI が、プロアマクラスの 3 台を上回る総合 5 番手のクラスコー
スレコード 1 分 30 秒 726 を記録し、クラスポールポジションを獲得。

「練習の成果を出せたと思います。レース経験が少ないので決勝では
優勝できるように頑張ります」と力強く語る。

予選中のセカンドベストタイムでグリッドが決定する第 2 戦のグリッドは、
第 1 戦と同じくプロクラスは #1 近藤、プロアマクラスは #9 武井、アマ
クラスは #10 MOTOKI TAKAMI#62 がポールポジションを獲得している。

第 1 戦の決勝レースは 16日（土）16 時スタート、第 2 戦は 17日
（日）9 時 15 分スタートを予定しており、両日とも 15 周もしくは
30 分間で競われる。なお、第 1-2 戦の決勝レースはポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）で各日ともライブストリー
ミング配信されます。

P.P : #1  T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1-2 Qualify

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：18 度　路面：29 度

今年で 22 年目のシーズンと、日本国内で現在行われているワンメイ
クレースの中で、もっとも長きに渡り継続開催されている PCCJ。今
シーズンは、911 GT3 カップカーが新型のタイプ 992 となり、この
開幕戦が初レースとなる。タイプ 992 の GT3 カップは、4ℓ水平対
向エンジンを搭載し最高出力 375kW（510PS）、6150rpm で
470N・m の最大トルクを発揮する。外観も大きく変貌を遂げ、カッ
プカーとしては初となる911 ターボ仕様の軽量ワイドボディを採用し、
スワンネックタイプの大型リアウイングを装備。空力ダウンフォースは
大幅に増加し、ブレーキ性能も向上している。

予選前日の 15 日（金）に実施された専有走行は 2 回行われ、プ
ロクラスの #1 近藤翼が 1 分 30 秒 262 をマークして総合トップに。
プロアマクラスは #98 IKARI が 1 分 31 秒 472 でトップタイム、ア
マクラスは今年初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が 1 分 31 秒
429 とプロアマクラスを凌ぐタイムをマーク。このタイムは非公式な
がらアマクラスのコースレコードを上回った。

16 日（土）の予選は晴天に恵まれ、11 時 50 分から PCCJ の公
式予選が 30 分間で行われた。14 台のマシンが一斉にコースインし、
路面状況を確認しながら周回を重ねた各車は 4 周目から本格的なタ
イムアタックを開始。ここで上位陣はいきなり従来のコースレコード
1 分 30 秒 107 を上回り、29 秒台での争いに突入。そしてマシン
調整とニュータイヤに履き替えた 2 回目のタイムアタックで、#1 近
藤が最終的に 1 分 29 秒 092 を記録してポールポジションを獲得し
た。「新型カップカー初の予選でしたが、従来ブレーキングしていたコー
ナーでブレーキを踏む必要がなくなるなどダウンフォースが効いてい
るのも実感できて、本当に運転が楽しいクルマです。この調子で初レー
スでも優勝を飾れればと思います」と、#1 近藤は語る。一方、0
秒 251 差で 2 番手となった #60 小河諒は、「まだマシンのセットアッ
プを決め切れていない部分もありますが、決勝では逆転優勝を目指
します」とレースでの巻き返しを誓う。トップから 0 秒 417 差で 3
番手となった #7 山田遼は「タイヤの使い方が結果に出てしまったと
思うので、決勝では前の 2 台とのバトルを楽しみたいと思います」
と言う。また、ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 澤龍之介
は 4 番手となり、「まだまだカップカーを乗りこなせていませんが、

決勝では先輩ドライバー達に着いていき、勝負を挑みたいと思います」
と意気込みを語る。

プロアマクラスでポールポジションを獲得したのは 1 分 30 秒 903
のクラスコースレコードを記録した #9 武井真司で、「3 年振りの参
戦ですが、ポールポジションを獲れたので決勝でも優勝を狙っていき
ます」と、決意を語る。0 秒 263 差で 2 番手となった #98 IKARI は、「午
後の決勝では予選以上の結果を残せるように頑張ります」と決勝で
の逆転優勝を狙う。

また、アマクラスは前日の専有走行でも速さを見せた #10 MOTOKI 
TAKAMI が、プロアマクラスの 3 台を上回る総合 5 番手のクラスコー
スレコード 1 分 30 秒 726 を記録し、クラスポールポジションを獲得。

「練習の成果を出せたと思います。レース経験が少ないので決勝では
優勝できるように頑張ります」と力強く語る。

予選中のセカンドベストタイムでグリッドが決定する第 2 戦のグリッドは、
第 1 戦と同じくプロクラスは #1 近藤、プロアマクラスは #9 武井、アマ
クラスは #10 MOTOKI TAKAMI#62 がポールポジションを獲得している。

第 1 戦の決勝レースは 16日（土）16 時スタート、第 2 戦は 17日
（日）9 時 15 分スタートを予定しており、両日とも 15 周もしくは
30 分間で競われる。なお、第 1-2 戦の決勝レースはポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）で各日ともライブストリー
ミング配信されます。

ProAm Class P.P.  #9  S.TAKEI

Am Class P.P.  #10.M.TAKAMI

P.P.  #1  T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1 Qualify Result

  天候：晴れ コース状況：ドライ
区分 ドライバー 車名 / モデル ベストタイム トップ差 周回 ％ ベスト時刻

1 1 Pro 1 1'29.092 NR 13/13 100.000 12:16:16
2 60 Pro 2 1'29.343 0.251 0.251 13/14 100.281 12:16:18
3 7 Pro 3 1'29.509 0.417 0.166 14/17 100.468 12:15:47
4 91 Pro 4 1'30.082 0.990 0.573 13/15 101.111 12:15:16
5 10 Am 1 1'30.726 NR 1.634 0.644 101.834 12:00:14
6 9 PrAm 1 1'30.903 NR 1.811 0.177 16/16 102.032 12:21:08
7 98 PrAm 2 1'31.163 2.071 0.260 14/17 102.324 12:16:27
8 77 PrAm 3 1'31.295 2.203 0.132 14/15 102.472 12:15:53
9 63 Am 2 1'32.137 3.045 0.842 10/17 103.417 12:06:59

10 66 Am 3 1'32.729 3.637 0.592 13/13 104.082 12:16:31
11 23 Am 4 1'33.591 4.499 0.862 13/15 105.049 12:16:04
12 ●▲ 5 Am 5 1'34.570 5.478 0.979 13/15 106.148 12:17:02
13 51 Am 6 1'35.375 6.283 0.805 107.052 12:05:44
14 17 Am 7 1'35.741 6.649 0.366 107.463 12:06:19

NR印は、新規ｺｰｽﾚｺｰﾄﾞとする。

洋菓子店 カサミンゴー
春山 次男
KenRyu

長嶋 重登
BANKCY
滝澤 智幸

武井 真司
IKARI
浜崎 大

山田 遼
澤 龍之介

順位 順

近藤 翼
小河 諒



9

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1 Starting Grid

●
5 洋菓子店 カサミンゴー

13 位 KenRyu 14 位
17

51

11 位 12 位
23

BANKCY
66

9 位 10 位
63

位
98

77

9

7 位 IKARI 8

5 位 6 位
10

位 4

91

位
7

1

3

1 位 2 位

60
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：18 度　路面：30 度
　　　　　　　　　　　　
22 年目のシーズン、そして 911 GT3 カップがタイプ 992 へと進化
した 2022 年の PCCJ が、岡山国際サーキットで幕を開けた。ニュー
カップカーの速さは、午前中の予選で証明されて各クラスともコース
レコードを記録。プロクラスは昨年 4 度目のシリーズチャンピオンを
獲得した #1 近藤翼が 1 分 29 秒 092 をマークしてポールポジショ
ンを獲得。2 番手は 2013 年、2014 年に PCCJ 2 連覇を果たした
#60 小河諒、3 番手は #7 山田遼、4 番手はポルシェジャパンジュ
ニアドライバーの #91 澤龍之介が続く。プロアマクラスのポールポ
ジションは 2017 年にジェントルマンドライバーとして初めてシリーズ
チャンピオンに輝き 3 年振りの参戦となる #9 武井真司、アマクラス
は今シーズン初参戦ながらプロアマクラスを上回る速さを見せた
#10 MOTOKI TAKAMI がポールポジションを獲得。

16 時 13 分、フォーメーションラップが開始され、再び全車がグリッ

ドに整列して今シーズンの開幕レースがスタート。ポールポジション
の #1 近藤が一歩出遅れる一方で、2 番手の #60 小河が好スター
トを見せて 1 コーナーを制する。トップの #60 小河の背後にピタリ
と着けた #1 近藤は、ポジションを奪い返すためのチャンスを伺う。トッ
プ 2 台はテールトゥノーズ状態で周回を重ねていき、11 周目に周回
遅れがトップ争いに絡み #1 近藤にチャンスが訪れる。「周回遅れが
絡んだ時は危ないなと思いましたが、何とか近藤選手を抑えきること
ができました。そして最後までトップを守り切り、ニューカップカーの
初レースを制することができて嬉しいです。明日も連勝を狙って行き
たいと思います」と、開幕戦を制した #60 小河は喜びを語る。2 位
の #1 近藤は、「スタートでミスしたのが痛かったですね。その後は、
小河選手を攻略するチャンスを狙っていたのですが無理でした」と悔
しさを滲ませる。3 位はスタートで #7 山田の前に出た #91 澤が初
表彰台を獲得。「初レースで最低限の課題である表彰台を獲得できた
ので、これからクルマのことをもっと理解して、小河選手、近藤選手
ともバトルができればと思います」と PCCJ 初レースを振り返る。

プロアマクラスは、ポールポジションスタートの #9 武井がクラストッ
プを一度も譲ることなく優勝。「レース前半は新しいタイヤの特性を掴
みきれず苦労しましたが、タイヤが発熱してからは自分のペースで走
ることができました。レース感も取り戻しつつあるので、今日は優勝
できて良かったです」と喜びを語る。また、アマクラスはポールポジショ
ンの #10 MOTOKI TAKAMI がスタートで総合順位を落としてしまう
が、クラストップはキープ。プロアマクラスを追いかける速さを決勝
でも見せ、最終的に総合 7 位でチェッカーを受けてアマクラスで初優
勝を飾る。「課題のスタートで総合順位を落としてしまいましたが、初
レースで優勝を飾ることが出来て嬉しいです。今後は、スタートの練
習を積み重ねてレースに挑みたいと思います」とレースを振り返る。

PCCJ 第 2 戦の決勝レース（15 周もしくは 30 分間）は 4 月 17 日（日）
9 時 15 分のスタートを予定している。スターティンググリッドの各ク
ラスポールポジションは、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが
#9 武井真司、アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。
なお、第 2 戦の決勝レースの模様もポルシェジャパンの twitter アカ
ウント（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。

R ) Pro Class Winner #60  R.OGAWA,  2nd #1 T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022- Round 1 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：18 度　路面：30 度
　　　　　　　　　　　　
22 年目のシーズン、そして 911 GT3 カップがタイプ 992 へと進化
した 2022 年の PCCJ が、岡山国際サーキットで幕を開けた。ニュー
カップカーの速さは、午前中の予選で証明されて各クラスともコース
レコードを記録。プロクラスは昨年 4 度目のシリーズチャンピオンを
獲得した #1 近藤翼が 1 分 29 秒 092 をマークしてポールポジショ
ンを獲得。2 番手は 2013 年、2014 年に PCCJ 2 連覇を果たした
#60 小河諒、3 番手は #7 山田遼、4 番手はポルシェジャパンジュ
ニアドライバーの #91 澤龍之介が続く。プロアマクラスのポールポ
ジションは 2017 年にジェントルマンドライバーとして初めてシリーズ
チャンピオンに輝き 3 年振りの参戦となる #9 武井真司、アマクラス
は今シーズン初参戦ながらプロアマクラスを上回る速さを見せた
#10 MOTOKI TAKAMI がポールポジションを獲得。

16 時 13 分、フォーメーションラップが開始され、再び全車がグリッ

ドに整列して今シーズンの開幕レースがスタート。ポールポジション
の #1 近藤が一歩出遅れる一方で、2 番手の #60 小河が好スター
トを見せて 1 コーナーを制する。トップの #60 小河の背後にピタリ
と着けた #1 近藤は、ポジションを奪い返すためのチャンスを伺う。トッ
プ 2 台はテールトゥノーズ状態で周回を重ねていき、11 周目に周回
遅れがトップ争いに絡み #1 近藤にチャンスが訪れる。「周回遅れが
絡んだ時は危ないなと思いましたが、何とか近藤選手を抑えきること
ができました。そして最後までトップを守り切り、ニューカップカーの
初レースを制することができて嬉しいです。明日も連勝を狙って行き
たいと思います」と、開幕戦を制した #60 小河は喜びを語る。2 位
の #1 近藤は、「スタートでミスしたのが痛かったですね。その後は、
小河選手を攻略するチャンスを狙っていたのですが無理でした」と悔
しさを滲ませる。3 位はスタートで #7 山田の前に出た #91 澤が初
表彰台を獲得。「初レースで最低限の課題である表彰台を獲得できた
ので、これからクルマのことをもっと理解して、小河選手、近藤選手
ともバトルができればと思います」と PCCJ 初レースを振り返る。

プロアマクラスは、ポールポジションスタートの #9 武井がクラストッ
プを一度も譲ることなく優勝。「レース前半は新しいタイヤの特性を掴
みきれず苦労しましたが、タイヤが発熱してからは自分のペースで走
ることができました。レース感も取り戻しつつあるので、今日は優勝
できて良かったです」と喜びを語る。また、アマクラスはポールポジショ
ンの #10 MOTOKI TAKAMI がスタートで総合順位を落としてしまう
が、クラストップはキープ。プロアマクラスを追いかける速さを決勝
でも見せ、最終的に総合 7 位でチェッカーを受けてアマクラスで初優
勝を飾る。「課題のスタートで総合順位を落としてしまいましたが、初
レースで優勝を飾ることが出来て嬉しいです。今後は、スタートの練
習を積み重ねてレースに挑みたいと思います」とレースを振り返る。

PCCJ 第 2 戦の決勝レース（15 周もしくは 30 分間）は 4 月 17 日（日）
9 時 15 分のスタートを予定している。スターティンググリッドの各ク
ラスポールポジションは、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが
#9 武井真司、アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。
なお、第 2 戦の決勝レースの模様もポルシェジャパンの twitter アカ
ウント（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。

Pro Class Winner #60  R.OGAWA

R) ProAm Class Winner #9 S.TAKEI,  2nd #77 M.HAMASAKI

Am Class Winner #10 M.TAKAMI

Am Class 2nd #63 S.NAGASHIMA

R) Am Class 3rd #23 T.TAKIZAWA,  5th #5 CASA MINGO,  4th #66 BANKCY
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1 Race Result

Pro Class Podium

Am Class Podium

ProAm Class Podium

  天候：晴れ コース状況：ドライ
車番 区分 順 ドライバー 車名 / モデル 所要時間 ﾄｯﾌﾟ差 km/h 周回

1 60 Pro 1 15 22'43.680 146.634 1'30.034
2 1 Pro 2 15 22'43.907 0.227 0.227 146.610 1'30.079
3 91 Pro 3 15 22'47.237 3.557 3.330 146.253 1'30.228
4 7 Pro 4 15 22'49.709 6.029 2.472 145.989 1'30.336
5 9 PrAm 1 15 23'10.104 26.424 20.395 143.847 1'31.480
6 77 PrAm 2 15 23'13.468 29.788 3.364 143.500 1'31.822
7 10 Am 1 15 23'14.926 31.246 1.458 143.350 1'31.642
8 98 PrAm 3 15 23'15.573 31.893 0.647 143.283 1'31.788
9 63 Am 2 15 23'34.225 50.545 18.652 141.393 1'32.663

10 23 Am 3 15 23'52.130 1'08.450 17.905 139.626 1'33.446
11 66 Am 4 15 23'52.337 1'08.657 0.207 139.605 1'33.417
12 5 Am 5 15 23'52.592 1'08.912 0.255 139.581 1'33.037
13 17 Am 6 14 23'18.845 133.418 1'36.037 12
14 51 Am 7 14 23'37.905 19.060 131.625 1'38.329

洋菓子店 カサミンゴー
KenRyu
春山 次男

長嶋 重登
滝澤 智幸
BANKCY

浜崎 大

IKARI

澤 龍之介
山田 遼
武井 真司

順位

小河 諒
近藤 翼

ProAm Class Winner : #9 S.TAKEI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 2 Qualify Result

  天候：晴れ コース状況：ドライ
区分 ドライバー 車名 / モデル ベストタイム トップ差 周回 ％ ベスト時刻

1 1 Pro 1 1'29.217 12/13 100.000 12:16:16
2 60 Pro 2 1'29.513 0.296 0.296 14/14 100.331 12:16:18
3 7 Pro 3 1'29.697 0.480 0.184 15/17 100.538 12:15:47
4 91 Pro 4 1'30.173 0.956 0.476 15/15 101.071 12:15:16
5 10 Am 1 1'30.755 1.538 0.582 14/15 101.723 12:00:14
6 9 PrAm 1 1'31.293 2.076 0.538 15/16 102.326 12:21:08
7 98 PrAm 2 1'31.395 2.178 0.102 17/17 102.441 12:16:27
8 77 PrAm 3 1'31.473 2.256 0.078 12/15 102.528 12:15:53
9 63 Am 2 1'32.306 3.089 0.833 103.462 12:06:59

10 66 Am 3 1'33.297 4.080 0.991 12/13 104.573 12:16:31
11 23 Am 4 1'33.925 4.708 0.628 105.277 12:16:04
12 5 Am 5 1'34.917 5.700 0.992 12/15 106.388 12:17:02
13 51 Am 6 1'35.617 6.400 0.700 107.173 12:05:44
14 17 Am 7 1'35.764 6.547 0.147 107.338 12:06:19

春山 次男
KenRyu

長嶋 重登
BANKCY
滝澤 智幸

洋菓子店 カサミンゴー

武井 真司
IKARI
浜崎 大

山田 遼
澤 龍之介

順位 順

近藤 翼
小河 諒
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 2 Starting Grid

3

7

1 位 2 位近藤 翼
1

91

5 位 6
10

位 山田 遼 4

60

位

小河 諒

澤 龍之介

武井 真司
9

位

7 位 IKARI 8
98 浜崎 大

77

位

9 位 長嶋 重登 10
63 BANKCY

66

位

11 位 滝澤 智幸 12
23 5 洋菓子店 カサミンゴー

位

13 位 春山 次男 14
51 KenRyu

17

位
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 2 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：15 度　路面：25 度
　　　　　　　　　　　　
911 GT3 カップのタイプ 992 が導入された PCCJ2022 年シーズン
の第 2 戦の 17 日は、朝からサーキット上空に青空が広がる。16
日（土）に行われた予選で記録されたセカンドベストタイムで決定し
たグリッドは、プロクラスのポールポジションが #1 近藤翼、プロア
マクラスのポールポジションが #9 武井真司、アマクラスのポールポ
ジションが #10 MOTOKI TAKAMI という結果に。

9 時 15 分、フォーメーションラップがスタートすると全車路面の状況
を確認しながらゆっくりとコースを 1 周。そして再びグリッドにマシン
が整列し、レッドシグナルがブラックアウトでレースがスタート。ポー
ルポジションの #1 近藤は、今日もスタートで一歩出遅れるが、何と
か 2 番手スタートの #60 小河諒を抑えきり 1 コーナーを制する。そ
の後、#1 近藤は攻めの走りで 2 番手 #60 小河との差を徐々に広
げに掛かる。15 周で競われるレースの中盤となる 8 周目に、その
差は 2 秒 511となり、終盤の 13 周目には 3 秒 081まで広がる。結果、
#1 近藤は最後までトップを守り切り、ポールトゥウィンで今季初優勝

を飾る。レース後、#1 近藤は「昨日はスタートで失敗して小河選手
に前へ出られてしまいましたが、今日は何とかトップを守りきること
ができました。その後は、自分のペースで攻め続けて優勝することが
できて良かったです」と、優勝の喜びを語った。2 位の #60 小河は、「ス
タート直後の 1 コーナーで並び掛けたのですが、抜くことはできませ
んでした。でも、ニューカップカーの特性も分かってきたので、次戦
以降の戦いに注目して下さい」と語る。第 1 戦同様にスタートで 3
番手にポジションアップしたポルシェジャパンジュニアドライバーの
#91 澤龍之介は、#7 山田遼とゴールまでテールトゥノーズのバトル
を展開したが、抑えきって 2 戦連続で 3 位表彰台を獲得。「今日の
山田選手とのバトルは厳しかったですが、最後まで抑えることができ
て良かったです。でも、前の 2 台との実力差はまだまだあるので、
自分のスキルを高めていきます」と力強く語る。

プロアマクラスは、ポールポジションの #9 武井がスタートに失敗し
て順位を大きく落としてしまう。代わってクラストップに立った #98 
IKARI は、#77 浜崎大の追い上げから今季初優勝を飾る。「今日は
マシンセッティングを変更して挑んだのですが、それが成功して優勝す

ることができました。この勢いで次の富士も頑張りたいと思います」と、
レースを振り返る。一方、アマクラスは総合 5 番手グリッド、クラスポー
ルポジションからスタートした #10 MOTOKI TAKAMI が、今日もプ
ロアマクラスの背後に迫る活躍を見せて総合 7 位でクラス優勝。「今
日も勝てて、連勝を飾ることができて嬉しいです。レース経験を積み
ながら、この調子で次戦以降も頑張っていきたいと思います」と語る。

なお、今シーズンから各レース上位 3 位までのポイント制度が変更さ
れ、クラス別に優勝は 25 点、2 位は 20 点、3 位は 17 点が与えられる。
結果、第 1-2 戦終了時点のランキングトップは、プロクラスが #1 
近藤と #60 小河がともに 45 点で並び、プロアマクラスは #9 武井
と #98 IKARI がともに 42 点で並び、アマクラスは #10 MOTOKI 
TAKAMI が 2 連勝で 50 点となっている。

PCCJ 第 3-4 戦は 5 月 3 日（火・祝日）、4 日（水・祝日）に富士スピー
ドウェイ（静岡県）で SUPER GT 第 2 戦の併催レースとして開催を
予定する。富士スピードウェイでは、開幕前の合同テストが開催され
非公式ながらコースレコードを上回る 1 分 39 秒 999 を #1 近藤が
記録しているだけに、各クラスともコースレコードの更新と激しいバ
トルが期待される。

Pro Class Winner : #1 T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round  2 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：15 度　路面：25 度
　　　　　　　　　　　　
911 GT3 カップのタイプ 992 が導入された PCCJ2022 年シーズン
の第 2 戦の 17 日は、朝からサーキット上空に青空が広がる。16
日（土）に行われた予選で記録されたセカンドベストタイムで決定し
たグリッドは、プロクラスのポールポジションが #1 近藤翼、プロア
マクラスのポールポジションが #9 武井真司、アマクラスのポールポ
ジションが #10 MOTOKI TAKAMI という結果に。

9 時 15 分、フォーメーションラップがスタートすると全車路面の状況
を確認しながらゆっくりとコースを 1 周。そして再びグリッドにマシン
が整列し、レッドシグナルがブラックアウトでレースがスタート。ポー
ルポジションの #1 近藤は、今日もスタートで一歩出遅れるが、何と
か 2 番手スタートの #60 小河諒を抑えきり 1 コーナーを制する。そ
の後、#1 近藤は攻めの走りで 2 番手 #60 小河との差を徐々に広
げに掛かる。15 周で競われるレースの中盤となる 8 周目に、その
差は 2 秒 511となり、終盤の 13 周目には 3 秒 081まで広がる。結果、
#1 近藤は最後までトップを守り切り、ポールトゥウィンで今季初優勝

を飾る。レース後、#1 近藤は「昨日はスタートで失敗して小河選手
に前へ出られてしまいましたが、今日は何とかトップを守りきること
ができました。その後は、自分のペースで攻め続けて優勝することが
できて良かったです」と、優勝の喜びを語った。2 位の #60 小河は、「ス
タート直後の 1 コーナーで並び掛けたのですが、抜くことはできませ
んでした。でも、ニューカップカーの特性も分かってきたので、次戦
以降の戦いに注目して下さい」と語る。第 1 戦同様にスタートで 3
番手にポジションアップしたポルシェジャパンジュニアドライバーの
#91 澤龍之介は、#7 山田遼とゴールまでテールトゥノーズのバトル
を展開したが、抑えきって 2 戦連続で 3 位表彰台を獲得。「今日の
山田選手とのバトルは厳しかったですが、最後まで抑えることができ
て良かったです。でも、前の 2 台との実力差はまだまだあるので、
自分のスキルを高めていきます」と力強く語る。

プロアマクラスは、ポールポジションの #9 武井がスタートに失敗し
て順位を大きく落としてしまう。代わってクラストップに立った #98 
IKARI は、#77 浜崎大の追い上げから今季初優勝を飾る。「今日は
マシンセッティングを変更して挑んだのですが、それが成功して優勝す

ることができました。この勢いで次の富士も頑張りたいと思います」と、
レースを振り返る。一方、アマクラスは総合 5 番手グリッド、クラスポー
ルポジションからスタートした #10 MOTOKI TAKAMI が、今日もプ
ロアマクラスの背後に迫る活躍を見せて総合 7 位でクラス優勝。「今
日も勝てて、連勝を飾ることができて嬉しいです。レース経験を積み
ながら、この調子で次戦以降も頑張っていきたいと思います」と語る。

なお、今シーズンから各レース上位 3 位までのポイント制度が変更さ
れ、クラス別に優勝は 25 点、2 位は 20 点、3 位は 17 点が与えられる。
結果、第 1-2 戦終了時点のランキングトップは、プロクラスが #1 
近藤と #60 小河がともに 45 点で並び、プロアマクラスは #9 武井
と #98 IKARI がともに 42 点で並び、アマクラスは #10 MOTOKI 
TAKAMI が 2 連勝で 50 点となっている。

PCCJ 第 3-4 戦は 5 月 3 日（火・祝日）、4 日（水・祝日）に富士スピー
ドウェイ（静岡県）で SUPER GT 第 2 戦の併催レースとして開催を
予定する。富士スピードウェイでは、開幕前の合同テストが開催され
非公式ながらコースレコードを上回る 1 分 39 秒 999 を #1 近藤が
記録しているだけに、各クラスともコースレコードの更新と激しいバ
トルが期待される。

Pro Class Winner : #1 T.KONDO

ProAm Class Winner : #98 IKARI

L) Pro Class 3nd : #91 R.SAWA,  Pro Class 4th : #7 R.YAMADA

L) Am Class Winner : #10 M.TAKAMI,  ProAm Class 2nd : #77 M.HAMASAKI

Am Class 3rd : #66 BANKCY
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 2 Race Result

Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium Am Class Winner : #10 M.TAKAMI

   天候：晴れ コース状況：ドライ
車番 区分 順 ドライバー 車名 / モデル 所要時間 ﾄｯﾌﾟ差 km/h 周回

1 1 Pro 1 15 22'32.734 147.821 1'29.161
2 60 Pro 2 15 22'35.519 2.785 2.785 147.517 1'29.465
3 91 Pro 3 15 22'47.611 14.877 12.092 146.213 1'30.298
4 7 Pro 4 15 22'48.221 15.487 0.610 146.147 1'30.124
5 98 PrAm 1 15 23'05.771 33.037 17.550 144.297 1'30.755 R
6 77 PrAm 2 15 23'06.275 33.541 0.504 144.244 1'31.225 11
7 10 Am 1 15 23'06.795 34.061 0.520 144.190 1'31.089
8 9 PrAm 3 15 23'18.789 46.055 11.994 142.954 1'30.914
9 63 Am 2 15 23'21.635 48.901 2.846 142.663 1'31.742

10 66 Am 3 15 23'37.227 1'04.493 15.592 141.094 1'32.295
11 23 Am 4 15 23'48.637 1'15.903 11.410 139.967 1'33.042
12 5 Am 5 15 23'52.130 1'19.396 3.493 139.626 1'33.359 13
13 17 Am 6 14 22'47.750 136.451 1'35.104 11
14 51 Am 7 14 23'31.816 44.066 132.192 1'37.282

澤 龍之介
山田 遼

順位
近藤 翼
小河 諒

武井 真司

IKARI

滝澤 智幸
洋菓子店 カサミンゴー

長嶋 重登
BANKCY

KenRyu
春山 次男
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Point Ranking (after Round 2)

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 60 小河 諒 45 25 20
2 1 近藤 翼 45 20 25
3 91 澤 龍之介 34 17 17
4 7 山田 遼 28 14 14

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 9 武井 真司 42 25 17
2 98 IKARI 42 17 25
3 77 浜崎 大 40 20 20

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 10 50 25 25
2 63 長嶋 重登 40 20 20
3 23 滝澤 智幸 31 17 14
4 66 BANKCY 31 14 17
5 5 24 12 12
6 17 KenRyu 20 10 10
7 51 春山 次男 18 9 9

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 BINGO RACING  (#9, #51, #60, #66) 65 37 28
2 Team KRM  (#7, #63) 42 21 21
3 911Service  (#17, #23) 17 9 8

Pro Class Ranking

ProAm Class Ranking

Am Class Ranking

Team Ranking

チーム名
鈴鹿

富士

順位

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

累計ポイント
岡山 富士

鈴鹿 富士
累計ポイント

岡山 富士

鈴鹿

鈴鹿

鈴鹿

富士鈴鹿富士

鈴鹿 富士

順位 ドライバー名

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

鈴鹿 富士

L) #17 Kenryu,  #51 T.HARUYAMA,  #5 CASA MINGO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1-2 Gallery
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 1-2 Gallery

Rd.1 Pro Class Top 3 Rd.1 ProAm Class Top 3 Rd.1 Am Class Top 2

Rd.2 Pro Class Top 3 Rd.2 ProAm Class Top 3 Rd.2 Am Class Top 3


	PCCJ2022_Rd1_2_P0_P1_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P2_P3_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P4_P5_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P6_P7_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P8_P9_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P12_P13_P14_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P15_P16_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P17_P18_JP
	PCCJ2022_Rd1_2_P19_P20



